
内子町下水道事業経営戦略(令和７年３月改定版） 概要版

１．改定の趣旨と計画期間

本町下水道事業は、平成５年度から工事着手、平成11年３月31日より一部供用を
開始し、平成20年度末で計画処理区域１６８haの面整備が完了しております。
今後の人口減少に伴う収入減や将来の施設の老朽化に伴う更新需要への対応等、下

水道事業を取り巻く経営環境が厳しさを増していく状況の中で、将来にわたって、安
定的に下水道事業を継続していくために、中長期的な視点で事業経営を行うために、
平成２年３月に「下水道事業経営戦略（令和２～11年度）」を策定し、健全な経営の
確保に努めています。
今回、策定から５年が経過し、使用料の改定等を踏まえ、計画の見直しが必要であ

ることから、経営戦略を改定するものです。■計画期間：令和7～16年度（10年間）

1）趣旨

２．下水道事業の概要と取組状況

1）下水道事業利用状況（R6.3.31現在）及び施設概要

下水道水洗化人口は4,266人（水洗化率89.5％）で、町全体人口の約28.5％の方
が利用しております。

３．現状の経営に係る状況

1）収入に係る事項
行政区域内人口は、平成29年度から令和５年度にかけて1812人（△10.8％）減少

しておりそれと比例して、処理区域内人口も327人（△6.4％）減少しています。
これに伴って、使用料収入も減少傾向にあります。

 人口の推移  使用料収入の推移

２）支出に係る事項

維持管理費の大部分を占めている減価償却費は、減少傾向にあります。また令
和2年度と４年度で総係費が増加している要因は、計画の策定委託があったためで
す。また、令和５年度の投資額が増加している要因は、浄化センターの機械棟耐
震工事及び水処理施設・電気設備工事等を行ったためです。

 維持管理費の推移  投資の推移と整備状況

【浄化センター平面図】

 

名  称 内子町浄化センター 

位  置 愛媛県喜多郡内子町知清100番地 

排除方式 分流式（汚水のみ） 

処理方式 
汚 水 オキシデーションディッチ法 

汚 泥 濃縮－脱水－搬出 

能力 

計画 1日最大汚水量 3,000m3/日(現有能力4,200m3/日) 

対象水処理施設 2池 

対象汚泥処理施設 2系列 

マンホール形式ポンプ場 

対象下水 汚水 

箇 所 数 14箇所 

 

管路 ： 全体延長 38.38 ｋｍ 

項目別 種 別 延 長 延長割合 

① 排除面積 
幹  線 2.34 ｋｍ  6.1 ％ 

枝  線 36.04 ｋｍ  93.9 % 

② 口径  

φ50㎝ １．05 ｋｍ  2.7 ％ 

φ25～40㎝ １．45 ｋｍ  3.8 ％ 

φ20㎝ 8.84 ｋｍ  23.0 ％ 

φ15㎝ 25.06 ｋｍ  65.3 ％ 

φ7.5～10㎝ 1.98 ｋｍ  5.2 ％ 

③ 流下構造 
圧送管（ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ上流）    1.91 ｋｍ     5.0 ％  

その他管路(自然流下)   36.47 ｋｍ    95.0 ％  

 

２）これまでの取組

平成29年度より、地方公営企業法の財務規定等を適用し経営基盤の強化・効率的
な経営の実現に取り組んでいます。

●処理場及びマンホールポンプ場の老朽化・耐震対策

令和元～２年度で浄化センター及びマンホールポンプ場（14箇所）のストックマ
ネジメント計画（SM計画）を策定し、計画的な改築・更新を進めています。
計画は、長期的な施設の状態を予測しながら、点検・調査、修繕・改築を一体的

に捉えて下水道施設を計画的かつ効率的に管理するための計画となっています。
各施設区分（土木・建築・機械・電気）毎の修繕・改築を行うもので、令和３～

７年度の５年間をSM計画１期計画期間として、更新工事等を実施中です
併せて、平成14年度設計の増設施設（NO.2/2期）は、現行の耐震基準に準拠し

ていますが、それ以外の平成7年度設計の施設は、基準を満たしてないことから、
耐震診断・耐震計画をたてて、土木・建築部分の耐震対策をおこなっており、令和
４～５年度で管理棟・機械棟に係る建築部分の耐震対策を行いました。

●地方公営企業法の適用



４．将来の事業環境

1）収入に係る事項

行政区域人口は、令和16年度時点で11,608人（令和５年度比△3,371人）と減
少することが予測され、処理区域人口も減少する見込みです。
このため、料金改定を実施しなければ、使用料収入も比例して減少します。

 人口の予測  使用料収入の予測

２）支出に係る事項

経常費用である営業費用は、物価高騰や減価償却費などの維持費用の増加により、
増加していく見込です。また収益減少・費用増加によって、一般会計からの繰入金も
増加していくことが予想されます。

 営業費用の予測  ３条一般会計補助金の予測
２）目標達成に向けた具体的な取組

①使用料改定の検討・・・令和６年度から改定を実施しましたが、物価変動等の社
会情勢を注視しつつ、４～５年毎に改定要否の検討を実施します。

②投資の平準化に向けた取組・・・ストックマネジメント計画に基づき、リスク評価
を行ったうえで、優先順位をつけながら投資の平準化を図ります。

③広域化・共同化の取組・・・県策定の「愛媛県汚水処理事業広域化・共同化計画」
における広域化・共同化が可能な領域がないかを検討します。

④ウォーターPPP導入の検討・・・国より管理・更新の一体マネジメントが求められ
ており、影響度合いを鑑み、複数年かけて検討していきます。

５．目標指標及び取組

１）目標指標一覧

維持管理費に係る経費回収率を計画期間最終年度である令和16年度に100％達成、
３条一般会計繰入金を現行水準より削減させ、95,000千円以下とすることを目標と
します。

R5 R11 R16
実績値 目標値 目標値

経費回収率
※維持管理費に係るもの

％ 66.7 80.0 100.0

一般会計繰入金
※収益的収支

千円 98,801 100,000 95,000

指標名称 単位

経営戦略期間中において、PDCAサイクルにより計画のフォローアップを行います。
また、計画をもとに実施した事業は、進捗管理および財政状況のチェックを実施する

とともに、自己評価を行い、原則として５年に一度見直しを実施します。

６．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

 経費回収率向上に向けたロードマップ

３）施設の見通し（将来事業費の概要）

①施設更新・老朽化対策事業（ストックマネジメント計画の推進）
ストックマネジメント計画に基づき、第２期及び第３期計画により、浄化セン

ター及びマンホールポンプの改築更新・耐震対策工事を進めていきます。
管路についても、今年度からの8年度までの３箇年で、ストックマネジメント計画

を策定するとともに、８年度策定予定の総合地震計画において「上下水道耐震化計
画」を基に、耐震化に向けた検討を進めていきます。

事業名称 箇所名称 事業内容 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

第１期

計画策定
Ｒ６～８

ストックマネジ

メント事業

第２期(R8～12）
処理場他

改築更新

・耐震対策 第３期(R13～14)

管路

②管路の点検・調査

管路ストックマネジメント計画と並行し、管路の点検調査を実施します。基幹管
路・大口径・腐食環境箇所・経過年数等のリスクを考慮し、マンホール・管渠内部の
カメラ調査等を、毎年度計画的に進めていきます。

経過年数 9年未満 10～14年 15～29年 20～24年 25～29年 30年以上

延長（km） 0.06 0.36 5.03 14.93 15.65 2.35 38.38 ㎞

延長割合 0.1 0.9 13.1 38.9 40.9 6.1 100 ％

合計

管路経過年数別一覧（Ｒ6.3.31時点）

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

料金水準モニタリング

料金改定検討

料金改定（予定） ★ ★ ★


